
　第二次世界大戦後80年が経ち、戦争を自ら経験した人々はもちろん、その
次の世代も公的生活から引退する時期を迎えつつあります。他方、これまで
世界秩序の基礎となっていた第二次世界大戦の経験は現在、大きく揺るがさ
れつつあります。
　新しい時代に向かって、社会的・文化的記憶の基礎となる歴史博物館は　
戦争の記憶、さらに戦後の時代をどのように伝えることができるのでしょう
か。さらに記憶研究やパブリックヒストリー論を受けて、博物館の使命は　
どのように再定義されるのでしょうか。2025年3月に開催したシンポジウム
の成果と課題を踏まえ、議論をさらに深めます。
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